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利
用
料
の
支
払
い
な
ど
を
本
人
に
代

わ
っ
て
行
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
同
事
業
は
、
広
域
で
行

わ
れ
て
お
り
、
契
約
を
結
ぶ
業
務
が

で
き
る
専
門
員
は
、
西
吾
妻
圏
域
に

一
人
で
し
た
。
今
年
度
か
ら
各
町
村

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能
と

な
り
ま
す
。 

  

 

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）
は
、

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
等
の
う
ち
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
利
用
者
と

の
契
約
に
基
づ
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
援
助
等
を
行
う
も
の
で
す
。

 

生
活
支
援
員
が
定
期
的
に
利
用
者

宅
を
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の 

シルバー人材センター 

会員募集 

あなたの知識と経験を生かして

みませんか。 
 

お仕事の内容 

＊草刈り    ＊障子張替え 

＊植木の剪定  ＊畑／農作業 

＊網戸の張替え など 

□長野原町にお住まいの方 

□６０歳以上の方 

□就業を通して社会貢献したい方 

※ 年会費 １，５００円（傷害保険に充当） 

 

左
記
の
皆
様
よ
り
ご
芳
志
を
い

た
だ
き
ま
し
た 

匿
名

様

一
、
〇
〇
〇
円 

東
中
学
校

様

 一
〇
、
〇
〇
〇
円 

匿
名

様

六
、
〇
〇
〇
円 

福
祉
に
対
す
る
あ
た
た
か
い
心

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地

域
福
祉
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

三
月
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
ま
す
湯
本
宗
一
と

申
し
ま
す
。 

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
送
迎
等
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。安
全
運
転
に
心

が
け
、皆
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
参
り
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

寸 描 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
や
各
国
首
脳
が
主

導
で
、
人
が
多
く
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
の
休 

止
や
外
出
自
粛
を
呼
び
か
け
、
併

せ
て
そ
の
影
響
を
受
け
る
方
に

対
す
る
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
が

行
わ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
収
入
が
減
少
し

た
方
を
対
象
に
貸
し
付
け
る
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
、
社
協
事
務

局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
▽
或

る
専
門
家
が
「
国
家
が
強
制
力
を

も
っ
て
外
出
を
抑
制
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
願
わ
く
は
国
民
が

自
ら
の
意
思
で
、
外
出
を
自
粛

し
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
く

い
と
め
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
潜
伏
期
間
中
は
自
覚
症
状
が

あ
り
ま
せ
ん
。
不
要
不
急
の
外
出

を
避
け
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
消

毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
検
温
等
に

よ
る
体
調
管
理
を
、
是
非
！ 
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１．基本方針

２．資金計画

３．主な実践活動方針

　1）地域住民の自発的福祉活動への理解と参加を求める。

　2）ボランティア活動の育成強化と充実指導に努める。

　3）老人クラブ活動に対する協力援助並びに高齢者慰問の実施。

　4）身体障害者更生会、手をつなぐ育成会の活動に対する支援。

　5）母子、寡婦、父子世帯等に対する福祉事業の援助活動の実施。

　6）児童生徒等の健全育成運動の推進協力。

　7）生活福祉資金貸付制度、小口生活資金貸付制度の活用により自立更生の助長促進。

　8）戦没者遺家族等への活動協力援助。

　9）共同募金事業への協力を推進する。

　10）心配ごと相談所事業の実施。

　11）老人福祉センターの経営

　12）生きがいデイサービス事業の実施

　13）高齢者等配食サービス事業の実施（水・金曜日）

　14）シルバー人材センター事業の実施

　15）紙おむつ等給付事業の実施

　16）生活困窮者自立相談支援事業の実施（県社協からの受託事業）

　17）生活支援サービス体制整備推進事業の実施（生活支援コーディネーターの設置）

　18）福祉サービス利用援助事業

　19）その他事業目的に関連する諸事業に対し協力又は、実施を図る。

　　町内に居住し、日常的に紙オムツ等を使用し、要介護の状態にある方を対象に、月５,０００円
　を限度とし２ヶ月に１回現物を給付します。

　　主な作業内容は、草刈、植木の手入れ、障子張替え、網戸張替えなど。高所など危険な場所での
　作業はお受けできない場合があります。

　　多様で複合的な課題を抱える生活困窮者への包括的かつ継続的な支援を行いながら自立の促進を
　図ります。

令和２年度 社会福祉法人 長野原町社会福祉協議会事業計画

　本会は、住民福祉の向上確保を図るため関係機関、団体と緊密な連携のもとに全住民の積極的な参
加を求めて事業をさらに充実強化し、社会情勢の変化に対応した福祉環境づくりの推進を図り、もっ
て行政の効果的施策とともに住民福祉の進展に努めるものとする。

　自己資金、自主活動財源の確保を図るため、努めて賛助会員を募集するとともに、住民の寄付金協
力を呼びかける。職員の給与は従来どおり、町からの補助金に依存するが、受託事業、補助事業にも
取り組み自主財源の確保に努力する。

　　老人福祉センターにおいて、介護予防のためのデイサービスを実施、レクリエーションや健康
　相談など。ご自宅付近まで送迎します。

　　町内にお住まいの一人暮らし高齢者などに対し、週２回お昼のお弁当をお届けします。利用料
　は１回２００円。
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収入 ＜単位；千円＞

会費収入 882

寄附金収入 250

経常経費補助金収入（町） 35,338

受託金収入 28,563

貸付金事業収入 200

事業収入 4,719

負担金収入 40

受取利息配当金収入 4

雑収入 2

前期末支払資金残高 3,884

収入合計 73,882

※ 「前期末支払資金残高」とは

　 「前年度繰越金」です。

支出

人件費支出 38,655

事業費支出 29,891

事務費支出 3,150

貸付事業支出 200

共同募金配分金事業費 650

助成金支出 10

負担金支出 50

その他の活動による支出 1,224

予備費 52

支出合計 73,882

※「その他の活動による支出」とは

　「退職金積立支出」です。

長野原町社会福祉協議会

人件費支

出

52.32%

事業費支出

40.46%

事務費支出

4.26%

貸付事業支出

0.27%

共同募金配分

金事業費

0.88%

助成金支出

0.01%

負担金支出

0.07%

その他の活動

による支出

1.66%

予備費

0.07%

会費収入

1.19%

寄附金収入

0.34%

経常経費補助

金収入（町）

47.83%

受託金収入

38.66%

貸付金事業収入

0.27%

事業収入

6.39%

雑収入

0.05%

負担金収入
2.02%

受取利息配当金収入
0.07% 前期末支

払資金残

高
5.26%
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この病院は『おもちゃドクター』が、壊れた
こわ

おもちゃを修理して、遊べるよう

になおすところです。 

 こわれたり、動かなくなったおもちゃが ありましたら是非お持ち下さい。 

 

 

 

 

●おもちゃドクターって？ 

 おもちゃの修理をするボランティアのことを、 

『おもちゃドクター』と言っています。 

 おもちゃドクターは養成研修を受講することでなれます。 

 

●開 院 日 令和２年４月１８日（土） 

●受付時間 午後２時から４時まで 

●場 所 長野原町老人福祉センター 

（与喜屋 1624 ☎82－4487） 
●診察料  無料 但し部品を交換した場合は実費をいただきます。 

●ご注意  ※壊れたおもちゃは誠心誠意、注意を払い修理いたします。 

       故障個所によっては、修理不可能な場合もあります。 

       時間内に修理できない場合は、お預かり（入院）して修理します。 

      ※おもちゃの入院の場合は、長期間お預かりすることもあります。 

      ※メーカーの保証期間中は、メーカーに修理を依頼してください。 

      （保証期間中に修理した場合、メーカーの保障は失効します。） 

      ※アンティークのおもちゃ・人形などを修理した場合、修理後品物の市場価値が 

下がることがありますが、責任は負いかねますので予めご了承ください。 

      ※小学生低学年以下の子供さんが使用するおもちゃに限ります。 

      ※火を使うなど危険なおもちゃ・アンティークのおもちゃや人形は、お預かり 

できません。 

□主 催 吾妻郡おもちゃの病院 

□問合せ 長野原町社会福祉協議会 ☎ 82－4487  Fax 82－0015 

おもちゃの病院開院しま～す 

壊
こわ

れたおもちゃは

ありませんか？ 

 

 

 


